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ハザード

マップ

「自助」「共助」「公助」という言葉をご存じですか。災害の被

害を最小限に抑えるためには、自助・共助・公助それぞれが

連携し、災害への対応力を高めることが大切です。

※ 必ずしも、高齢者等避難、避難指示の順番で発表されるとは限らないので、ご注意ください。

 災害時には自らの判断で避難行動を実施する必要があります。これらの情報が発表されていなくても、身の危険を感じる場合は避難してください。

市からの避難の呼びかけハザードマップについて

自助・共助・公助について

災害時には市からの避難の呼びかけに注意し、早めの行動を心がけてください。

あなたの判断が家族の命を守る第一歩です。

あなたがとるべき避難行動は？風水害避難行動判定フロー

静岡市が避難情報等を発表した際は、以下の風水害避難行動判定フローに従っ

て、適切な避難行動をとりましょう。

避難する時の注意

避難するときは、隣近所で声を掛け合い、なるべく複数人で避難するようにして

ください。危険な箇所は避けて、遠回りでも安全な道を歩いて下さい。

静岡市で発生した過去の災害

七夕豪雨による被害

昭和49年（1974年）、日本海を北東へ進む台風8号に刺激された梅雨前線に

より、静岡市では7月7日午前9時から8日午前9時までの24時間で508ｍｍと

いう記録的な大雨となりました。

特に、静岡市内では7月8日の午前2時50分から3時50分までの1時間で

85.5mmの雨が降りました。

この豪雨により、旧静岡・清水両市では各所で、がけ崩れ、道路の冠水、巴川を

はじめとする中小河川のはん濫などが発生し、死者27人、床上浸水約12,000

戸、床下浸水約14,000戸という大きな被害をもたらしました。

近年はこのように短時間に大量の雨が降ることが増えています。過去の災害を

教訓に、災害を自分のことと考え、準備することが重要です。

降った雨は地中に浸み込んだり地表面を流れるなどして川に集まります。大雨時には、雨は

地中に浸み込んで土砂災害を発生させたり、地表面に溜まって浸水害をもたらしたり、川に集

まって増水することで洪水害を引き起こしたりします。

気象庁では、このような雨水の挙動を模式化し土壌雨量指数、表面雨量指数、流域雨量指数

として計算してそれぞれの災害リスクの高まりを土砂災害、浸水害、洪水害として「危険度分布

（キキクル）」の提供を行っています。

情報の入手先

災害発生の危険性が高まっている時または災害発生時には、市役所や消防、警察、

メディアなどから正しい情報を入手し、デマに惑わされないようにしましょう。

日頃からの備え

安全な場所にいる人は、避難場所等に行く必要はあり

ません。事前に自宅が安全か確認しましょう。

安全な親戚・知人宅、地域の集会所等に避難する事も

考え、相談しておきましょう。　

避難する際には、早めの行動が不可欠です。避難行動を

ためらわないでください。

避難は原則、安全な場所へ避難する「立退き避難」です。ただし、道路の冠水や、降雨等の状況によ

り、移動することが困難だと判断する場合には、近隣の安全な場所（頑丈で高い建物や標高の高い場所）

や「在宅避難」により、安全を確保してください。
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立退き避難 在宅避難

警戒レベル 住民がとるべき行動 避難情報等

安全な避難経路の確認

既に災害が発生している状況であり、命を守

るための最善の行動をとる。

・指定緊急避難場所等への立退き避難（水平

避難）を基本とする避難行動をとる。

・災害が発生するおそれが極めて高い状況等

となっており、緊急に避難する。

高齢者等は立退き避難（水平避難）する。その

他の者は立退き避難（水平避難）の準備をし、

自発的に避難する。

避難に備え自らの避難行動を確認する。

災害への心構えを高める。

その場を立退き、近隣の少しでも安全な場所や
避難場所等に避難すること（水平避難）

家庭や地域で話し合い

ながら、実際に歩いてみ

ましょう。避難経路に危

険な場所がある場合に

は、避難経路を見直しま

しょう。

流れのある場所に近づかない

水の流れがゆっくりと

歩く程の速さでも、水深

がひざまで来ると歩け

ないので近づかないよ

うにしましょう。

浸水している場所は注意が必要

浸水している場合は側

溝などに転落するおそ

れがあり危険です。

やむを得ず避難する場

合は、手をつないで長

い棒などで確認しなが

ら進みましょう。

動きやすい格好、複数での避難

動きやすい服装で避難

しましょう。なるべく家

族や隣近所とともに集

団で避難しましょう。

スニーカー等を履き、

長靴は控えましょう。

色が塗られていなくても、周

りと比べて低い土地や崖の

そば等にお住まいの方は、必

要に応じて避難行動をとっ

てください。

在宅避難（屋内安全確保）

以下の条件を満たす場合は、

自宅に留まり安全を確保す

ることも可能です。

〈浸水害〉

・洪水により家屋が倒壊又は

崩落してしまうおそれの高

い区域の外側で、浸水する深

さよりも高いところにいる。

 
〈土砂災害〉

・土 砂 災 害 の 危 険 が あ っ て

も、十分頑丈なマンション等

の上層階に住んでいる。

ハザードマップで確認し、自宅がある

場所に色が塗られていますか？

災害の危険があるので、原則として自

宅の外に避難が必要です。

安全な場所に住んでいて身を寄せられ

る親戚や知人、地域の集会所等はあり

ますか？

安全な親戚や知人

宅、地域の集会所等

に避難しましょう。

（日頃から相談して

おきましょう。）

静岡市が指定し

ている風水害緊

急避難場所に避

難しましょう。
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外

緊急速報メールは、NTTドコ

モ、au、ソフトバンク等の携帯

電話向け災害情報伝達手段で、

静岡市内の携帯電話基地局エリ

アの範囲内に滞在する、緊急速報

メール受信機能を持つ携帯電話

に情報を配信するシステムです。

（NTTドコモでは「エリアメール」

と称します。）

静岡市静岡市

国・県機関等国・県機関等

お問い合わせ先

静岡市役所　危機管理総室
電話：054-221-1241

緊急速報メール

事前に登録していただいたメールアドレスに、静岡市から地震や

気象関連情報、大雨に伴う道路の通行止め情報等をお知らせする

メール配信サービスです。

●静岡市防災メールへの登録方法 
(https://www.city.shizuoka.lg.jp/000_001526.html)
①下記の登録用アドレスに空メールを送る。
　（右のQRコードも利用できます。）
②送信後、届いたメールにあるURLをクリックし、
　必要な項目を登録して完了。
　siz-entry@tokyoanpi.sbs-infosys.com

静岡市 防災メール

高台の集会所高台の集会所

静岡市の緊急防災情報

静岡県

緊急・危機管理情報／県内気象情報

https://www.city.shizuoka.lg.jp/
021_000071.html

中部電力停電情報（電気）

https://teiden.chuden.jp/p/
sizuoka.html

https://www.pref.shizuoka.jp/
kinkyu/

静岡市道路通行規制情報
「しずみちinfo（インフォ）」

https://shizuokashi-road.appspot.com

土木総合防災情報サイポスレーダー

http://sipos.pref.shizuoka.jp/

気象庁

防災情報

https://www.jma.go.jp/jma/
menu/menuflash.html

静岡地方気象台

https://www.jma-net.go.jp/
shizuoka/

国土交通省

川の防災情報

https://www.river.go.jp/index
防災情報提供センター

https://www.mlit.go.jp/saigai/
bosaijoho/

避難指示

自宅に留まり安全を確保すること
（屋内安全確保）
自宅に留まり安全を確保すること

（屋内安全確保）

静岡市 令和3年9月

静岡市

洪水ひなん地図

他のハザードマップについて

　静岡市では、このハザードマップの他にも河川ごとの『洪水ひなん地図』、地域ごとの『浸水ひなん地図』を

作成しています。このほかにも『静岡市防災マップ』や『津波避難マップ』を作成しています。

●洪水ひなん地図

静岡市防災情報マップ

　「洪水ひなん地図」は、対

象河川とその流域に発生す

る洪水による浸水被害想定

を地図上に示したものです。

　静岡市防災情報マップは、地図や

画像を利用して、災害想定に関する

情報をインターネットにより、わか

りやすく公開するサイトです。

●浸水ひなん地図

　「浸水ひなん地図」は、対

象河川とその流域に発生す

る内水による浸水被害想定

を地図上に示したものです。

防災マップ 津波避難マップ 洪水ひなん地図
(洪水ハザードマップ)

浸水ひなん地図
(内水ハザードマップ)

気象庁の「キキクル」では雨による災害の危険度を地図上にリアルタイム表示できます。

https://www.jma.go.jp/bosai/risk

大雨警報（土砂災害）の
危険度分布

大雨警報（浸水害）の
危険度分布

洪水警報の
危険度分布

キキクル 検索
大雨警報（土砂災害）大雨警報（浸水害） 洪水警報

気象庁の危険度分布（キキクル）

緊急安全確保

避難指示

高齢者等避難

洪水注意報、大雨注意報等

早期注意情報

［洪水・土砂災害ハザードマップ（藁科川上流）］

（中藁科地区）

藁科川 富沢橋 2.80m 4.00m ー 4.08m ー葵区富沢

このハザードマップは藁科川が大雨によって増水し、堤防が決壊した場合に被害

が想定される浸水箇所や、土砂災害のおそれのある箇所、避難場所等の位置を地

図に示したものです。

大雨の時には、雨の降り方や浸水の状況などに注意し、危険を感じたら、早めに

自主的な避難を心がけましょう。

このマップを参考に自宅や通学先・通勤先などにおいて想定される災害の状況を

認識し、避難経路や避難場所等を確認してください。また、家庭や学校、事業所、地域

における防災・減災活動にご活用ください。

藁科川の避難判断（水位危険度レベル）

川の水位が上昇するに伴って、はん濫の発生する危険性が高まります。藁科川では、

以下の各基準水位が設定されています。静岡市では、はん濫注意水位を超過し、更に水

位の上昇が見込まれるときは高齢者等避難、はん濫危険水位に達したときは避難指

示を発表します。


